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目まぐるしく発展した相模原市政

相模原市は 年が市政誕生 周年、町

田市は 年ですので市政施行の歴史ではさほ

ど変わりません。それが 年に相模原市が

政令指定都市（全国に 都市）になったので

すが、町田市は未だに一般市に留まっていま

す。もちろん、政令指定都市が偉いと言うわ

けではありませんが、国や広域連携に関して

情報収集力で格段の違いがあります。

相模原市の市政がこの間に大きく飛躍した

のは、中核市の昇格条件が緩和した際に、そ

の適用を受けたことが大きく、町田市がその

際に躊躇、あるいは選択しなかったことと対

照的です。町田市が中核市を未だ選択せず、

そのまま一般市に留まるのは、格式がアップ

した分、財政負担割合がアップするのを避け

たいと言うのが一番の理由でしょう。

相模原市は、その後、津久井郡の４町と段

階的に合併し、政令指定都市の昇格要件を満

たしました。もちろん、今でも昇格を否定す

る考えが一部にあるようですが、産業が集積

し、自律的な都市に変貌するチャンスを得た

ことが一番の成果でしょう。首都圏を巡る高

速道路網の圏央道がほぼ完成し、リニア新幹

線の建設開始で大変身を遂げる勢いです。

これでいいのか「町田市」
 
シリーズ本で、「これでいいのか」〇〇市と

言う雑誌形式の出版本が出されています。町

田市版は、 年 月 日が第 版第 刷と

なっています。もちろん、都区部の多数の区、

横浜市・川崎市・相模原市版がすでに発行さ

れており、八王子市版はニュータウンを含ん

だ構成になっています。

全部の編集本を見たわけではありません

が、各都市を個々に分析し、その自治体に対

して過激な評価と対策を打ち出すのが特徴で

あるようです。その分析では、町田市の環境

が良くなく、風紀も芳しくないと都市の評価

が低いことをまず上げています。

他方で、近隣都市がそれぞれに、新百合ヶ

丘、相模大野、相模原、橋本、海老名で独自

の消費圏を打ち立てていることを取り上げて

います。さらに、相模原市緑区橋本がリニア

新幹線の開通で新たな商業拠点となる見通し

を考慮すると、町田駅の将来展望がしぼんで

いく可能性は低くないと見ています。すでに、

町田市中心部の商業規模は縮小傾向との分析

が表れていますが、行政は「シバヒロ」の開

設のように、人が集まれば消費が増えると言

う発想でそれを克服できると安易な考えでい

るように私には見えます。

年橋本のリニア新幹線駅設置と言う具

体的な動きに比べ、町田市内の中長期の交通

施策の展望は出きておらず、単に、多摩都市

モノレールの町田延伸や小田急多摩線の延伸

が行政の中にスローガン化された程度です。

そのことの評価を、「かくしてダメな町田市

に落ち着いた」とこの本では記述しています。

（以下は、次号に続く）  
★無所属で活動・市議会は保守連合 吉田つとむ発見動画チャンネル
URL http://j-expert.jp/ ユーチューブ http://jp.youtube.com/yoshidaben
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相模原市を訪問し、市政について質問 
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研修生レポート ⑬ 渡辺 梨菜

元宝塚歌劇団の平みち さんにお会いしまし

た。平さんは雪組の男役トップスターとして活

躍なさっていました。もちろん、現在も宝塚Ｏ

Ｇの女優として活躍中であり、たびたび舞台に

登場されています。抜群のプロポーションと素

敵な笑顔が印象的でした。

バレエを習っていた平さんは幼い頃から宝塚

入団を強く望んでいたそうです。その強い意志

がタカラジェンヌへの道をひらくことができた

のではないでしょうか。宝塚入団後もなかなか

一筋縄ではいかないような多くの壁にぶつかっ

たようです。泣いたり怒ったりする演技をする

場面においては、監督から自分で表現したつも

りでも相手に伝えようという本当の気持ちがな

いといけないとご指摘をうけたそうです。

当時の平さんは今のわたしと同じ年頃です

が、なかなか本気で泣いたり怒ったりした記憶

はなかったそうです。ですが、そこから自分で

また考え直し、実践するということを繰り返し

たそうです。そういった自ら考えそして実践す

る姿勢がトップスターへの階段を駆け上がるこ

とができた秘訣なのではないかと感じました。

フェリス女学院大学 年生 渡辺 梨菜

（吉田つとむ 第 期研修生）

研修生レポート ③ 岡村 真愛
他の自治体議員さんの方との勉強会に同席し

ました。この勉強会は 名の議員さんが参加さ

れ、吉田議員が自身の今までの活動を講義し、

それに対しての質問がなされる形で進められて

いきました。吉田議員の活動についてはひとつ

ひとつかいつまんで聞いたことはあったもの

の、一連の流れの中から聞くのは初めてだった

ので私も興味深く聞かせていただきました。ト

ップになるまでにたくさんのご苦労があったの

は想像に難くはないですが、そのどれもがやは

り思った以上のものばかりでした。

インターンに来るたびに感じることは、やは

り本当に政治や地域が好きでなくては議員を続

けてこれなかったであろうということです。た

だしこのことは、程度は違えど、どの職業にも

共通するものがあるのでしょう。選ぶ職種によ

って頑張り方も頑張る方向性も違うので、自分

に合う職をこれから模索していきたいと思いま

した。私はまだ将来目指すところは定まってい

ません。しかし、普段の生活では関わることの

少ない政治家という職業にこの勉強会でより深

くふれることができ、社会で働くということと

向き合うひとつのきっかけとなりました。

フェリス女学院大学 年生 岡村 真愛

（吉田つとむ 第 期研修生）

★吉田つとむの連絡先
◇ どうぞ、町田市政や議会に関するご要望や、ご意見をお気軽にお寄せ下さい。

：

町田茶道会の野点の会に出席 


